

































































































しでも、“Areyou coming tomorrow ?"であり、全く差は無し、。しかし、
学生が大学の指導教授に自分の論文を読んでみてもらいたい時には、“If
you wouldn't mind， would you take the time and interest to look over 




you mind looking this over ?"というような表現が使われるであろう。こ
の両者をくらべると、語嚢の使用自体にはあまり差は見られず、どちらも
“would you mind _"という語法を使って politenessを表わしている。















現手段として、間接的な表現をしたり、ぼやかしたり (ex.' 1 wonder if 
-'， 'maybe'， etc.)、強制しないように否定的な答を予期するような表現
にしたり (ex.“Youcould not possibly lend me your lawnmower. " )、
謝罪の乙とばを使ったり(ex.“Excuse me，"“I'm sorry，" etc.)、非人称
化する乙とによって、つまりを 1'や 'you'を使わない形にすることによっ







iζ対する興味を示すこと(ex.“Goodness， you cut your hair !…By the 
way， 1 came to borrow some flour. ")、仲間や、特別な仲である乙とを表
わすような呼びかけ語 (ex.' mate " ， honey ')や、俗語(ex.ぞtwobucks 
= dollars ')や、省略形(ex“Mind if 1 smoke ? ")などを使うこと、聞
10 
き手l乙対して同意を示したり、同意を予想する聞き方をする乙と(ex.“You'll 






















































































Green " ' Prof. Brown ')が、ある程度親しくなってくると、ファースト・
(5) 
ネームで呼ぶようになる。




その日は出していないのを見つけて、姉が弟lと“Could1 trouble you to 







































salt. "というより“Couldyou pass me the salt， please ?"という方がよ
りていねいであり、乙の表現は、どんな目上の人に対してでも適切な表現
である。もし、タイプを頼むような場合なら、もっと面倒な乙とを頼むわ


















うような場合、英語では“Wouldyou like to have a cup of coffee?"という
ふうに、“wouldyou like-"という表現法が一般に用いられる。“Howabout
a cup of coffee?"という言い方もあるが、乙れはかなりくだけた表現で=ある。ま
た、人を家に招く時も、ていねいに言う場合は、 “1 was wondering if you 
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